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本体取付ねじ . 4本 

I」 モコンホルダー 取付ねじ . 2本 

単4お乾電池 . 2本 

電源接続用クランプコネクター-* -3 個 
落下防止ボールチェーン . 1本 


■必要に応じて現場で用意するもの 


取扱説明書 . 1冊 

(必ずお客さまにお渡しください） 

工事説明書 . 1部 

(必ずお客さまにお渡しください） 

リモコン操作説明書 . 1部 

(必ずお客さまにお渡しください） 

戸斤有者巧 . 1部 

(おずお客さまに所有ち登録の説明をお願いします） 

保証書 . 1冊 

(必ずお客さまにお渡しください） 


•配線コード （ VVF 02 .0) ♦アース線♦アース棒♦ウエザーカバー•パイプフード 
•中継ボックス•木枠•補強材•ランドリーパイプ•漏電遮断器♦換気用ダクト（不燃材料） 
参電源用ブレーカー(2日 A ) •アンカー参コーキング材•保護パイプ 


A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷を 
負ラ可能性が想定される内容を示しています。 

A ミち意 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が損傷を負ラ可能性 
および物的損害のみの発生が想定される内容を示していまず。 


■お守りいただく内容の種類を、次の給表示（例）で区分し説明しています。 


A 

この記号は、「警告」「注意」を促す内容があることを告げるものです。 

図の中には具体的なを意内容（左図の場合は一般的なを意）が描かれています。 

0 

この記号は、禁止の巧為であることを告げるちのです。 

図の中には具体的な禁止内容（左図の場合は一般的な禁止） 

が描かれています。 

〇 

この記号は、巧為を強制したり、指示したりする內容を告げるものでず。 

図の中には具体的な強制内容（左図の場合は一般的な強制）が描かれています。 


因\警告〕 


0 

配結コードによ0緑は紀巧に巧用しない。 

漏電-感電や乂がの恐れがあります。 

0 

巧ま壁面巧け専巧のを燥暖房機です。沿室なかの場所には取はけしない。 

感電•火災-故障の原因になります。 

〇 

取付けは、お買い上げの工事店または青巧業ちに巧巧し巧実におこなラ。 

ご自分で取付け工事をされ不備があると感電や火災•落下の原因になります。 

⑩ 

修理技術ちなかの人は、紀巧に分度した日修埋はおこなわない。 

発火したり、異常動作してけがをすることがあ0ます。 

〇 

メタルラスお日、ワイヤラスお日、またはを属おお日の木造の造営巧に金属ダクトや、 

巧付ベース巧固定ネジび電気的に接軸しないよラ巧付ける。 

漏電した場合発火ずることがあります。 

〇 

アース （D 種巧巧）を確実に巧付け、漏電適瞄おを設置する。 

故障や漏電のときに感電することがあります。 

0 

巧き式風呂を据付けたお室では巧用しない。 

排気ガスがミ谷室内に逆流し、一酸化炭素中毒をおこすことがあります。 

0 

運拓中に本化か S 異常や異臭び感じ5れた5、使用を中止し分要度の専巧ブレーカーを切る。 

異常のまま運転を続けると火災や感電の原因になることがあります。 

0 

交流！ 00ボルトなかでは巧巧しない。 

火がや感電の原因になります。 

0 

有傑おがやスプレーを本巧の巧<に置かない。 

爆発や故障の原因になります。 

0 

コンセントおよび換気扇用のスイッチは箱対に巧巧しない。 

漏電、感電や乂がの恐れがあります。 


本巧やリモコンに直接化やお 湯、 カビ巧日剤などをかけない。 

故障や感電することがあります。 

0 

リモコンは、巧やお售に沼とさない。 

故障の原因になりまず。 

〇 

ヒーターの熱を直接受ける場所に造営物び巧い事を巧詔する。 

火災や故障-変おや変色-変費の原因になりまず。 


ミち意〕 


〇 

本巧の巧付工事は十分廷度のおるところを适んで巧実に行ラ。 

落下により、けがをする恐れがあります。 

〇 

本巧のお付けは本紙 f 巧付のごを 意 J を巧る。 

火災の恐れがあ0ます。 

〇 

洗濯物はフロント A ’ ネルのの込口 • 巧出口か S 己 OcmW 上離す。 

本体吹さ出し□に近づけ過ざると、火災や故障、衣類の変色や変質の原因になります。 

〇 

部品のお付けは巧実に行ラ。 

落下により、けがをする恐れがあります。 

0 

強い振動や衝撃をちえない。 

グラフアイト e ヒーターが破損し、感電やガラス破片によりけがの原因になります。 

0 

グラフアイト e ヒーターを指などで軸5ない。 

ヒーターの寿命が短くなったり、故障や破損、やけどの原因になりまず。 


お願い 


0 油煙、タバコの煙のをい場所 iOv 温泉に取付けないで 
に取付けないでください。 ください。 

故障の原因になりまず。 巧障の原因になります。 





0 高温になる場所に取付けな 
いで < ださい。 

モーターの寿命を早めたり、 
故障の原因になります。 



， sa 活 840 tr ' 
、な上では巧〇ない/ 


取付工事を始める前にぶ i ずこの工事説明書をお読みください。 

取付工事は販売店•工事店さま（電気工事有資格者)が実施してください。（お客さま自身で工事しないでください） 


本製品の施工にあたっては、地域により防災上での制限（内装巧の制限、可燃物との距離の制限など） 
びありますので、詳細は行政官庁または消防署にお問い合わせください。 


特定巧巧製品に関するお願い 

♦本製品は、消費生活用製品安全法(消安ま）で定められた特定保守製品です。 

♦特定保守製品の所有者は、所有者登録と点検期間に法定点検を行ラなどの保守を行ラことが必要です。 

■同捆されている取扱説明書と所有者票(桓色のビニール袋に入ってい 
まず）は、お客さまに教ずお渡しください。 

■お客樣にお名前や住所など所有着情報の登録をおずすめください。 

♦所有者情報は、所有ち票の返送またはインターネットからご登録でさまず。 

♦詳しくは、取扱説明書の4〜7ページ「長期使用製品安全点検制度に関するお願い」をご覧くだ 
さし、。 


♦取付工事完了後、試運転を行い異南がないことを確認し、お客さまに使用ちま、お手入れち法を説明 
して < ださい。 

♦この工事説明書は取扱説明書とともにお客さまに保管して頂くよラに依頼してください。 


0 


スチーム サウナ付きのミ谷室に 
取付けないでくださし、。 

故障の原因にな D まず。 


〇 


効果的な乾燥-涼風換気をする 
ため屋内から吸気でさるよラ 
吸気ガラリを開けてください。 


0 



〇 


本化が傾かないよラに 
設置してください。 

ヒーターの寿命を早めたり、 
が障の原因にな D まず。 



グラフアイト e ヒーターを 
棒などで触らないでください。 

破損の原因にな D ます。 



本ワイヤレスリロンは、生ま防嫌造と 
なっております。總内の設置も可能とな 
っておりますび、あ惶の上や直接水やお湯 
がかかる場即こ設置しないでくだ孔、 




落下防止ボールチ I ーンをお理に引っ張ったりずるとリモコンび破損する巧れびあります。 


■この本体は、ミ谷室の壁面取付専用です。 

ミ谷室外の場所、天井面への取付けはしないでください。 

参法規制に適合しないことがある。 

■気密性や断熱性が低いミ谷室では、性能が十分発揮できない場合があります。とくにモルタル•タイル 
壁、窓が大きいなどの在来工法のミ谷室は、システムノ くスに比べ断熱性能が著し < おい場合があり室 
温が上昇しにくくなりまず。 

したがってシステムバスへの取付の場合と比べて性能が大きく劣ることがあります。 

参この様な場所にやむを得ず設置する場合は、お客様に十分ご説明 < ださい。 

■グラフアイト e ヒーターの福射熱がない場に向くよラ取付位置をミ央めてください。 

参洗い場の人が座る位置に取付位置を決めてください。 

■この;'谷室乾燥暖房機の質量は約 7.0 k 旨です。 

参取付ける壁面や既設の換気□が十分に強度のあることを確認する。 

十分な強度がない場合、補強工事を巧ラ。 

■本体の取付けには、各種制限やま規制など受けますので下記の点にご注意 
<ださい。 

参お室内への温風の出□および空気吸込□の前ち己 0cm 未満の範囲内には、造営物など 
(乾燥ずる巧類を含む）を設けないこと。 

参必ずアース接続工事をしてください。 〔D 種設置工事（旧第3種設置工事）〕 



かが寸法とる部のち荷 i 


安を上のごミ主意 C 必ずお守りください 


取付のごを意 


HBK -1200 SE 寺定保守製品 I 日立リビングヴプライ 

浴室乾燥暖房機 (壁面取付タイプ） 

工事説明書 販売店*工事店さま用 
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B 新規に開□をずる場を 

1.グラファイト e ヒーターの輯射熱が洗い場側に向くよラに 
開□位置を決める。 

とお室の壁面に0100〜1已〇の丸巧をあける。 

( ¢100〜140の場合は電源コード通し巧の工事が必要） 

3.換気ダクトから湿気が出るので、アルミジャバラダクト 
または保護パイプを使用し、先端が屋外側に出るよラにする。 

巧付べース坂をかす 

1. 取付ベース板固定ねじ2本をゆるめる。 

2. 本体から取付ベース板をがす。 



1.既設の換気扇または換気□を取りはずす。 

と開□は天井や壁面から換気ダクトのセンターまでの寸法が確保されているか確認する。 

3.既存の換気□に木枠または保護パイプがない場合は、換気ダクトから湿気が出るので、 

木枠またはアルミジャパ’ラダクト、保護パイプを使用し、先端が屋外側に出るよラにする。 


■設置可能な開□位置-寸法（単位 mm) 


巧の場合 


1已〇〜480 
し 100~140 


r 丸巧の場合 


0100140 
0 1已〇~02已〇 \ 


♦壁面の角にぴったりと通気□び空いて 
いる場をでち取付巧能です。補強材 



※取付ベースあを確実に固定できるよラに 
十分な強度びと打る補強巧を入れてください。 


参が00〜140及び □ 100〜140の開口の場合は、取付べース板を開口壁面に当てて位置 
ミ夫めをし、電源コード通し穴（内径や1已 LU 上の保護パイプを付ける）を開けてください。 
電源コード通し穴び換気ダクト穴に近ずざる場合は、壁面のくずれを防ぐため、他の電源 
コード取出□からの工事をおずずめしまず。 

A 巧巧の換気口を利用する場合 

隱も南 a グラファイト e ヒーターの覇射熱が洗い場に向くことを確認する。 I 
♦グラファイト e ヒーターの輯射熱が洗い場に向かないときは、洗い場に向くよラに新規に 
開□することをおすすめします。その場合、既存の換気□はふさいでください。 






《壁スイジチを経由した現行の電源を利用ずる場合のミち意》 

♦本機は電気容量約12已己 W を必要としますので、壁スイッチを電源スイッチとしては使用しないでください。 
火災や故障の原因になります。 

♦この場合は、必ず壁スイッチの配線を取り外して直結してください。 


ま意事頃 

■必ず専用電源ブレーカーを使用して、20 A む上を確保できるよラにしてください。 

やむを得ず他の機器と共用する場合でも、同時に運転した際に許容範囲内であることを 
確認してください。この場合は、点検の際に他の機器も電源を切ることになります。 

■本機の緑色リード線を必ずアース接続工事をしてください。〔□種接地工事〕 

■分電盤等からの電源工事は必ず有資格者である電気工事±のちが作業を .. 

行ってください。 I 

■配線コードは VVF ¢2.0の2〜3なを使用してください。 防水 /つ i 语 S 

細いな線のコードを使用すると、発熱により発火の恐れがあります。 コンセントょり” 

■端子の接続部は、絶対に濡らさないよラ防水処理を行ってください。 

■電源コンセントは、絶対に使用しないでください。 ^ 

■電源は必ず A CIO 日 V を使用して、確実に配線をおこなってください。 

間違った電源を使巧したり不十分な配線をすると、乂災や故障の原因となります。 


ウエザーカバー(別売品) 



※パネル固定ネジはメンテナンスを行ラ時於がはがさないで<ださい。 










0本機の電源コードおよび棒端子は絶巧に切®しない。 

&漏電、感電や火災の恐れがあります。 


S ) 配線コードにより線はお細こ巧用しない。 

te 漏電•感電や乂災の恐れがあります。 

A 警告 

A 配線工事は電気設備基準や内線規程にがって行い、化ず付属のクラン 
K プコネクターを淀用ずる。 

漏電•感電や乂災の恐れがあります。 


( S ) コンセントプラグおよび換気扇用のスイッチは絶巧に促用しない。 

fc 漏電、感電や火災の恐れがあります。 


A 警告 



取付方法 


fEl ウェザーカバー(別责品)の取付 


取付前の準備 


取付べースおの取付 


本体の取付 


電源の接続 



1.取付べース板の電源コード取出口か日、 爲一 

電源コードを通す。 ，、づ 

■ここでは中央に換気ダクトを取付けた 
場合を示しています。 

ち角に換気ダクトを取付けた ^ 

場合は、ち側の電源コード取出□へ、 k 

左角に換気ダクトを取付けた場合は、 I 

左側の電源コード取出□に電源コードをを 
通してください。 \ 

電源コード通し巧が換気ダクト巧に \ 

近すざる場合は、壁面の<ずれを防 
ぐため、他の電源コード取出□か5の工事を 
おずすめします。 

■電源コード取出口に合わせて、電源コードを 
電源コードクランプで固定してください。 


2.取付ベース板固定ねじ （2 力巧）で本体 
と取付ベース板を固定ずる。 

■電源コードを挟み込まないよラに 
ミ主意してください。 


パネル固定ねじ 


取付ベース板 
(表面） 



電源コードクランプ 


電源コード 
保護プラグ 


康 


※パネル固定ネジはメンテナンスを巧う時);(がは 
外さないでください。 


取付ベース板 
固定ねじ 


■取付け工事終了後、正しく結線されているか確認してください。 

■取扱説明書を参照して、お客さま立ち会いで試運乾を行い、異常がないわ、確認してください。 

1. 本体は確実に取付けられているか？ 

2. ワイヤレスリモコンを操作して、取扱説明書どおり動作するか？ 

3. 運乾中に振動や異常音がしないか？ 

■引き渡しまで期間があく場合は、試運転確認棲、分電盤の専用ブレーカーを切り、ワイヤレス 
リモコンの電池をおいてください。 

■本書、取扱説明書、リモコン操作説明書、所有者票、保証書とともにお客さまにお渡しください。 


1. リモコンホルターにち図のよラに蓄下防止ボールチェーンを取付ける。 

2. リモコンホルダーを付属の固定ねじ2本で固定する。 /[ 

♦ねじ巧は必ずコーキング姐理をする。 /N 

♦リモコンホルダーは床より SOcm 料上の高さの巧に付ける。 

3. ワイヤレスリモコンに付属の単4形乾電池2本を® 0 を正しく V 

入れる。 \. 

4. ワイヤレスリモコンのフタにち図のように落下防止ボール 
チェーンを取付けフタをする。 

已.フタをきちっと閉めないと水などが入り、リモコンを損傷ずる 
恐れがあります。 

目.ワイヤレスリモコンをリモコンホルダーに差し込む。 


リモコンホルダー 
固定ねじ 


I」モコン 
ホルダー裏面/ 



床か580 cnUU 上の 
巧に設置してください 


/電ミ也フタ裏面 


取付位置のミ夫定 

(取付位置はお客様とご相談のうえ、ミ夫定してください） 

【沿室か設置の場合】 

リモコンには約目已 cm の落下防止ボールチェーンが巧いていま 
す。取付位置はミ谷室のドアを開けて本体受光部に向けて無理 
なく操作でをる位置にしてください。 

【沿室内設置の場合】 

ミ谷室内に設置ずる場合は、シャワー等の水がかかりにくい場所 
に設置してくださしV浴槽付近は、ミ谷槽の上面よりリモコン下部 
まで SOcm しソ上、上ちに取付てください。 



電池 r 

フタ 心 


ワイヤレス 
リモコン \ 



の 

抽ク I 




1.換気ダクト位置の設定 
■開口部に合わせて、換気ダクトの位置を 
選択してください。 

プランクカバーは必ず取り付けてください。 
■木枠または保護パイプがない場合は、 

換気ダクトから湿気が出るので、 

木巧またはアルミジヤバラダクト、 

保護パイプを使用し、先端が屋外側に 
出るよラにして < ださい。 

♦出荷時は B に換気ダクト、 A、C にブランク 
カバーび付いています。 


ブランクカバー 




取付ベース板 
镇面） 


プランクプラグ- 


電源コード保護プラグ- 


電源コード取出 □ 



2. 電源コード取出□の設定 

■使用する電源コード取出□に電源コード保護 辨 

プラグを差し込み、他の2力巧の巧にはブラ 
ンクプラグを差し込んでください。 

3. 取付ベース板の固定 < 

■ねじ巧は必ずコーキング処理をおこなラ。 , 

■付属の固定ねじ4本で固定する。 

♦同時にコーキング処理をおこなラ。 

参ねじび固定しにくい場合はアンカーなどを使用してください。 



※雨水の浸入を防ぐため、ウエザーカバー（別売 
品）は必ず取巧ける。（当社お式: WK-1 已） 

1. ウ王ザーカバーの格子部分か!5電源コード 
を取り出す。 

2. 外壁面側にウエザーカバーを付属のねじで 
取付ける。 

3. 固定ねじのねじ巧は必ずコーキング処理を 
おこなラ。 


ウエザーカバー(別売品） 

















